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第２学年国語科 学習指導案 

２０１４年６月２６日５校時 

２年１組（男子９名 女子１１名 計２０名） 本時９／１２ 

授業者 Ｔ１山岡 真美 

Ｔ２渡邊 智穂 

１ 単元名  登場人物がしたことに気をつけて大すきな登場人物を紹介しよう   

教材名 「お手紙」 （東京書籍２年上） 

 

２ 単元の目標 

  ○物語に興味を持ち、自分が大好きな場面や登場人物を「お話会」において紹介することがで 

きる。                             （関心・意欲・態度） 

○紹介したい本を選び、自分が好きな場面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げな 

がら読むことができる。                      （Ｃ 読むこと（ウ）） 

○文の中における主語と述語との関係に注意して読むことができる。       （言 イ（カ）） 

 

３ 単元について 

 （１）単元観 

①本単元で取り上げる主な指導事項 

   小学校学習指導要領・国語の第１学年及び第２学年「Ｃ 読むこと」の指導事項「ウ 場面の

様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。」を取り上げて指導する。 

  ②単元を貫く言語活動とその特徴 

 その際、「Ｃ 読むこと」の言語活動例「オ 読んだ本について、好きなところを紹介すること。」

を具体化した「登場人物がしたことに気をつけてお気に入りの物語の大好きな登場人物をお話会

で紹介し合う。」という言語活動を位置付ける。今回紹介し合う対象はクラスの友だちである。お

互いが読書してきているので、共通して読んできたシリーズ読書について読みに広がりができる

のではないかと思われる。並行読書には、がまくんとかえるくんシリーズ全4冊から、20話をと

りあげた。子どもたちは、シリーズを読み進めていくうちに関連性や登場人物の性格等について

想像豊かに読み進めていくと考えられる。さらに、自分の読書体験と文章の内容とを結びつけて

読むことができると考えられる。 

ここで取り上げるお話会は、Ａ・Ｂワンセット方式で作成していく大すきハンドブックをもと

に進めていく。ハンドブックには、あらすじや登場人物について、そして登場人物の行動を中心

に大好きな場面を明確にし、その理由について想像を広げながら書いていく。そして、物語全体

をとらえたうえで、お話会において「自分の好きな場面と好きな登場人物について、登場人物の

したことをもとに紹介し合う」というものである。 

   このことにより、本単元でねらう「登場人物の行動や会話に着目して読みながら、自分の好き

な場面の様子について想像を広げて読む能力」の育成に確実につながる言語活動にする。 

本教材は、がまくんとかえるくんを中心に物語が展開していく。がまくんとかえるくんのやり

とり（会話文）が多く、読んでいく上で主語（「～は」）と述語（「～しました。」）を明確にさせ、

誰の会話文なのかを理解しながら読み進めていくことも必要となってくる。大好きな場面を選ぶ

際、二人の登場人物の行動に着目し、それぞれの登場人物の行動を根拠として、登場人物の気持

ちを豊かに想像できるようにハンドブックにまとめるという方法で取り組んでいくようにする。

このハンドブックにまとめるという活動によって、大好きな場面や登場人物についての理由が整

理され、お話会で紹介し合うための有効な手がかりとなってくると考えられる。 

 （２）児童観 

児童は、１年３月「花いっぱいになあれ」で、自分の好きな場面を語のまとまりや言葉の響き

を楽しんで読む学習を行い、２年４月「かくれんぼ」では場面の様子や人物の気持ちを想像しな

がら読む学習を行った。その結果、児童は「誰が何をしたか」ということを把握しながら読むこ

とができるようになってきた。今回学習をする「ふたりはシリーズ」の物語の特性として、会話

文でお話が展開されていく場面が多くあり、誰の会話文かを理解しながら読んでいく必要がある。
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そのためには誰が何をしたのかに着目し、想像を広げながら読んでいくことが必要になってくる。

昨年度の学力調査の結果、本校では「読むこと」の領域において、必要な情報を取り出す力およ

び目的に応じて言葉や文を使って要約していく力に課題が見られた。そこで学年の取り組みとし

て、国語科の説明文「たんぽぽ」の単元では、植物のひみつカードを書くために大事な言葉や文

を書き抜く活動を行い、くり返し出てくる言葉に注意して読んでいった。しかしながら中には言

葉や文を取り出して自分の言葉で表現し、まとめていくことが難しい児童も見られた。 

児童は授業中に発言する際に「～です。そのわけは…。」と話すことができている。その一方で、

「読むこと」においては自分の読んだことを中心に焦点をしぼって理由を伝えると言うところに

はまだ弱さを感じる。また、性格や気持ちに関する語彙が少ないために自分の気持ちを表現する

ことにも弱さが見られ想像を広げながら深く読み、広げることに課題がある。そこで本単元では

語彙を増やすための取り組みも仕組みながら、場面の様子について、登場人物の行動を中心に想

像を広げながら読む力へとつなげていくために「お気に入りの物語を選んで、大好きな場面と大

好きな登場人物のことを『大すきハンドブック』にまとめて紹介する」という言語活動を行う。 

（３）指導観  

児童は本単元の学習準備として、昨年までの既習事項について、簡単なワークシートに取り組

む。また今回、登場人物の性格を表す言葉については、７月単元「なかまになることばをあつめ

よう」を先行して行うことで本単元を学習するに当たっての準備段階とする。このことで児童の

語彙を広げることの足がかりとし、ハンドブックを書く際児童が自ら選んで使うことができるよ

うに支援する。 

第一次では、教師による本の読み聞かせを聞いたり、「お話会」のモデルを見たりして単元の

ゴールイメージをもつとともに物語を楽しみ、がまくんとかえるくんシリーズの登場人物に興味

を持たせる。そして自分が選んだお気に入りの物語の大好きな場面と大好きな登場人物を紹介し

合うという学習のめあてを持たせて導入としたい。 

第二次では、登場人物はどんな人か考え、根拠となる行動を挙げることによって、物語を大き

くつかむ。登場人物のしたこと（行動）に着目しながら自分が大好きな場面をはっきりとさせ、

その場面の中で大好きな登場人物もはっきりとさせる。さらに、なぜその場面が好きなのか理由

を考える際には、登場人物のしたことを根拠として、それを見た（読んだ）ときの自分の思いや、

その場面での登場人物はどんな気持ちだったのか想像することで、豊かな読みへと広げていきた

い。 

交流では、個々の学習やペア・グループ学習を効果的に用いることで意見交流をより深め、シ

リーズ読書の楽しさを味あわせ、読書活動に広げていきたい。特に大好きな場面の理由をあげる

時は、登場人物のとった行動から気持ちを想像することや二人の関係を読むことで「大すき」の 

わけを深めたい。友だちと交流する時もここをはっきりと伝えることができるように支援する。 

 また、２０話のがまくんとかえるくんシリーズを読んで交流することで、それぞれの物語に出

てくるがまくんとかえるくんを関連させて共感したり、登場人物の新たな一面にも気付くことが

できるのではないかと思われる。これもシリーズ読書のよさである。今回も３月の「花いっぱい

になあれ」に続き、Ａ・Ｂワンセット方式で取り組む。 

第三次では、第二次で選んだお気に入りの物語の登場人物について、したことや会話文から20

話を通してのそれぞれの登場人物のよさについて交流を深める。その時に自分の読んできた物語

と関連させた交流ができるようにしたい。そして、がまくんとかえるくんの世界を楽しんだ後は、

この学習で付けた力を活用させるために自主学習ノートを使った家庭学習へ広げたり、シリーズ

読書へ広げたりしていきたい。 

ある一定期間前から並行読書を始めたのは、Ａ・Ｂワンセット方式において読書量を確保した

うえで「Ｂ」の活動に広がりを持たせることができるようにするためである。 

（４）研究テーマとの関連  

  主体的に児童が学ぶためには、児童自身が単元を通して活動したり、学んでいくことに意欲 

を持ち、見通しを持って言語活動を展開していく必要がある。物語を読む場合、一番大切なこと 

は「楽しみながら読む」ことである。そのことを実感するのは読んだ後、自分にとってのおもし 

ろさや楽しさはどんなことだったのか、登場人物を自分と比べたり、立ち止まって考えたりする 

時である。そこで、導入では『大すきハンドブック』を用いた「『ふたりはシリーズ』お話会」の 
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モデルを専科教員と学級担任により提示し、学級の友だちとお話会を開くことへの意欲や課題意 

識を高める。特に二次の中での「Ａ」の教材文での学びを児童が「Ｂ」の並行読書した本で主体 

的に活用することを意識しながら取り組むことができるようにする。このことにより前時に学習 

したことを生かして主体的に学ぶ力を積み重ねたい。 

さらに三次では児童がこれまでに付けた力を用い、登場人物のよさについてシリーズ読書と関

連させながら交流し合うことで登場人物についての新たな発見ができるようにしたい。 

 

 ４ 単元の評価規準  

国語への 

関心・意欲・態度 

・シリーズ読書に興味をもち、登場人物の行動に気をつけてお気に入りの

物語の大好きな場面や登場人物についてお話会で紹介しようとしてい

る。 

読む能力 
・登場人物の行動や会話に着目しながら、自分の好きな場面の様子につい

て想像を広げて読んでいる。（ウ） 

言語についての 

知識・理解・技能 

・文の中における主語と述語との関係に注意して読んでいる。Ｃ伝（イ（カ）） 

 

＜言語活動のモデル「大すきハンドブック」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・色画用紙の色は 4色。シリーズごとに色分けしているので、そのシリーズと同じ色の画用紙を使う。 

 

※大すきハンドブック 中を開いたところ 
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◇学習の流れ 

 

○本の読み聞かせと説明会のモデルを見て、物語を読

むことへの興味を持つ。 

○「『ふたりはシリーズ』の中からお気に入りの物語の

大好きな場面をお話会で紹介しあう。」という学習の

めあてを持つ。 

 

○登場人物を確認し、「お手紙」の大まかなあらすじ

をつかむ。挿絵から簡単な場面わけをする。 

○登場人物を確認し、自分のお気に入りの物語の大

まかなあらすじをつかむ。簡単な場面わけをする。 

○「お手紙」の中の好きな場面と人物を書く。 

○自分の選んだお気に入りの物語の中の好きな場面

と人物を書く。 

○好きな場面や人物について理由を考えて書く。 

○大好きな登場人物を選んでいる子どもどうしで交

流し、全体でも交流する。 

○学級の友だちと、かえるくんグループとがまくんグ

ループに分かれて、それぞれのよさをシリーズを関

連させながら交流する。学習の振り返りを行う。 

５ 単元構想図 

 

 

単元を貫く言語活動   

登場人物がしたことに気をつけて、お気に入りの物語の大好きな登場人物をお話会で紹介し合う。 

 

 

               

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物のしたことについて大すきを決めて

紹介するんだね。 

・がまくんとかえるくんシリーズ、いっぱい読

んでいるよ。いろいろ読んだけど、この本で

お話会に参加してみよう。 

・登場人物はがまくんとかえるくんだ。 

・前の時間に学習したから、この時間は自

分でできるよ。 

・かえるくんは～な人だね。がまくんは、

どんな人だろう。 

・この場面がすきだなあ。理由はね…。 

・この場面のがまくんが好きです。そのわ

けは…。 

・大すきハンドブックができてきたよ 

・～ちゃんの選んでいる物語と私の選んで 

いる物語、同じ本の中に入っていたね。 

・自分と友だちの考えを比べてみよう。 

 

第一次  

第二次 

第三次  
・ぼくは、この物語でかえるくんのやさしさ

について紹介したいです。 

・がまくんのよさはね…。 

・「ふたりはシリーズ」はおもしろいね。つな 

がっているんだね。他のシリーズも読んで 

みたいな。 

【児童の実態】 

自分の考えの理由について焦点化して伝えるこ

とが弱く意見を全員のものにすることが難しい。 

◇意識の流れ 

 

単元で付けたい力 

・登場人物の行動や会話に着目しながら、自分の好きな場面の様子について想像を広げて読む

力。 

並行読書 
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６ 指導計画及び評価計画（全１２時間） 

 時 学習活動 主な評価規準 

第
一
次 

 

 

１ 

これからの学習のめあてを知ろう。 

・教師による読み聞かせ、お話会のモデルを見る。 

・モデルを見た感想を交流し合う。 

・単元の流れを知る。 

【関】『わたしの大すきな登場人物を

お話会で紹介しあう』というめあ

てに興味をもち、これからの学習

に意欲的に取り組もうとしてい

る。   

（発言・行動観察） 

第
二
次 

２ 

 

・挿絵をたよりに、場

面を大まかにとらえ

ることであらすじを

おさえる。 

３ 

  

・場面を大まかにとらえ

ることであらすじを

おさえる。 

 

【読】登場人物がしたことや出来事に

気をつけて、内容の大体を読んで

いる。 

 （ノート、教材文、お気に入りの

物語、発言） 

【言】文の中における主語と述語の関

係に注意して読んでいる。 

 （ノート、教材文、お気に入りの

物語、発言） 

４ 

・それぞれの登場人物

の行動をもとに、どん

な人物か考える。 

 

 

５ ・それぞれの登場人物の

行動をもとに、そのこ

とを理由に挙げなが

ら、どんな人物か考え

る。 

 

 

【読】場面の様子について、登場人物 

の行動を中心に読んでいる。 

（大すきハンドブック、発言） 

 

 

６ 

・自分の好きな場面に

ついて、登場人物のし

たことをもとに、好き

な場面をはっきりさ

せてまとめる。 

・好きな会話文や地の

文を書き抜く。 

 

７ 

・自分の好きな場面につ

いて、登場人物のした

ことをもとに、好きな

場面をはっきりさせて

まとめる。 

・好きな会話文や地の文

を書き抜く。 

 

【言】文の中における主語と述語の関

係に注意して読んでいる。 

 （ノート、教材文、お気に入

りの物語、発言） 

 

 

【読】場面の様子について、登場人物 

の行動を中心に読んでいる。 

（大すきハンドブック、発言）  

お話会に向けて「お

手紙」はどんな場面

からできているか考

えよう。 

お話会に向けて、自分

のお気に入りの物語

はどんな場面からで

きているか考えよう。 

お話会で紹介するた

めに「お手紙」に出

てくる登場人物はど

んな人か考えよう。 

お話会で紹介するた

めに、お気に入りの物

語に出てくる登場人

物はどんな人か考え

よう。 

お話会で紹介するた

めに「お手紙」の中

の好きな場面をまと

めよう。 

お話会で紹介するた

めにお気に入りの物

語の中の好きな場面

をまとめよう。 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

・自分の好きな場面に

ついて、登場人物のし

たことについての自

分の思いを入れなが

ら理由をまとめる。 

・好きな場面の人物の

思いについて想像を

広げながらまとめる。 

 

 

 

・これまでの学習をも

とに、「お手紙」の登

場人物の行動を中心

に大好きな場面や人

物について交流する。 

・「大すき」に同じ人物

を選んでいる子ども

どうしで交流させる。 

 

 

 

 

 

９ 

本 

時 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の好きな場面につ

いて、登場人物のした

ことについての自分の

思いを入れながら理由

をまとめる。 

・好きな場面の人物の思

いについて想像を広げ

ながらまとめる。 

 

 

 

・これまでの学習をもと

に、お気に入りの物語

の登場人物の行動を中

心に大好きな場面や人

物について交流する 

・「大すき」に同じ人物

を選んでいる子どもど

うしで交流させる。 

【読】場面の様子について、登場人物 

の行動を中心に想像を広げなが 

ら読んでいる。 

（大すきハンドブック、発言） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】『わたしの大すきな登場人物を

お話会で紹介しあう』というめあ

てに向かい、大すきや場面や人物

をはっきりさせ、自分が読んだこ

とを相手に意欲的に伝えようと

している。 

（発言、大すきハンドブック、 

行動観察） 

 
 
 
 
 
 

第
三
次 
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・これまで読んできた「ふたりはシリーズ」と関連さ

せながら、自分の好きな登場人物についていいとこ

ろや、前時の友だちとの交流から発見したことを話

し合う。 

 

・国語日記を書いて、これまでの学習の振り返りをす

る。 

 

 

【関】「ふたりはシリーズ」について、

シリーズを関連させながら大す

きや人物のいいところやシリー

ズに共通することを相手に意欲

的に伝えようとしている。 

（発言、行動観察） 

 

 

 

 

お話会で「大すき」

が伝わるように、

「お手紙」の好き

な登場人物につい

て交流しよう。 

お話会で「大すき」が

伝わるように、お気

に入りの物語の好き

な場面のわけをまと

めよう。 

お話会で「大すき」

が伝わるように、

「お手紙」の好き

な場面のわけをま

とめよう。 

お話会で「大すき」が

伝わるように、お気

に入りの物語の好き

な登場人物について

交流しよう。 

かえるくんとがまくんのよさについて交流しよう。 
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７ 学習の展開 

第１次 １時間目（１／１２） 

 

（１） 目標 「大すきな登場人物をお話会で紹介し合う」というめあてに興味をもち、これからの

学習の見通しをもつことができる。 

 

（２） 展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 学習の見通しを持つ。 

（１）「ふたりはシリーズ お話会」 

 ・教師のモデルを見る 

 ・感想を言う。 

 

 

 

 

 

 

（２）学習の流れを知る。 

 ・学習のめあてを知る。 

   

 

○読み聞かせの後、教師のモデルを見せ、意欲をもた 

せる。 

○自分の大好きな場面や登場人物を中心に話し、 

「お気に入りの物語の大すきな場面や登場人物を 

お話会で紹介する」という学習の見通しをもたせ 

る。 

※【がまくんのゆめ】（ふたりはいっしょより） 

（アーノルド・ローベル） 

 

 

○教師作成の「学習の流れ」を見せ、目的意識を持

たせる。 

 

○前学年で学習した物語文の話題から入り、今まで

の学習したことを役立てて学習していくことを

知らせる。興味・関心がもてるようにする。 

 

２ 教材文「お手紙」の範読を聞く。 

・家庭学習をもとに登場人物を確認する。 

 

 

 

・分からない言葉の意味を確認する。 

 

３ 「お手紙」を簡単にまとめる。 

・家庭学習をもとに交流をする。 

 

○登場人物（中心人物や対人物）を見つけながら聞

くように指示したうえで、教材文を範読する。 

○既習事項（登場人物の概念）を確認したうえで、

交流させる。 

 

 

 

○「～が…した話」とまとめていることを確認し、 

教師もお話のまとめを示す。 

 

☆めあてを知り、これからの学習に意欲的に取り組

もうとしている。 

【関】（発言・行動観察・ノート） 

 

 

４ 次時の学習について知る。  

○次時は、「お手紙」はどんな場面からできている

のか学習することを伝える。 

これからの学習のめあてを知ろう。 

家庭学習 

 「お手紙」はいくつのお話

からできているのか考えな

がら「お手紙」を通して音読

してくる。 
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７ 本時の学習 

第二次 １時間目 （２／１２） 

 

（１）目標 登場人物がしたことや出来事に気を付けて内容の大体を読むことができる。 

      文の中における主語と述語の関係に注意して読むことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 言語活動を確認した後、全文を通読す

る。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○途中でとまることがないように、中心人物の

様子が分かるように音読させる。 

３ 課題を解決する。 

（１）「お手紙」のあらすじに合うように挿

絵を並び替える。 

   ・ペア 

   

 

（２）挿絵をもとに、各場面を短くまとめさ

せる。 

・個人でノートに整理する。 

    

 

 

・ペアで確認しあう。 

 

 

 

   ・全体で交流する。 

 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

○教科書は閉じさせて、出来事の順番に挿絵を

並び替えさせる。 

○お話タイムの約束を確認してから話をさせ

る。 

 

○ノートに「～が…した話」と短くまとめさせ

る。 

※机間指導のとき、困っている児童には、「～が」 

を尋ね、はっきりとさせることで、続き（し 

たこと）を書くことができるように支援する。 

 

○ペアで交流の際は、自分の考えと比べながら、

人物のしたことを中心に話ができるように指

示したり、支援したりする。 

 

 

☆登場人物のしたことや出来事に気を付けて物

語の大体を読んでいる。 

 【読】（ノート、発言） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流する。 

５ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

○次時に自分の選んだ物語の場面についてまと

めることを予告する。 

 

 

 

お話会に向けて「お手紙」はどんな場面からできているのか考えよう。 

家庭学習 

お気に入りの物語はどんな場

面からできているのか考えなが

ら音読してくる。 
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７ 本時の学習 

第二次 ２時間目 （３／１２） 

 

（１）目標 登場人物がしたことや出来事に気を付けて内容の大体を読むことができる。 

      文の中における主語と述語の関係に注意して読むことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 言語活動を確認する。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○ゴールイメージを持たせ、前時とのつながり

を意識させる。 

３ 課題を解決する。 

（１）場面のまとめ方を確認する。  

 

（２）挿絵をもとに、各場面を短くまとめさ

せる。 

・個人でノートに整理する。 

    

 

 

・ペアで確認しあう。 

 

 

 

   ・全体で交流する。 

 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

○「～が…した話」と短くまとめることを確認

させる。 

 

※机間指導のとき、困っている児童には、「～が」 

を尋ね、はっきりとさせることで、続き（し 

たこと）を書くことができるように支援する。 

 

 

○ペアで交流の際は、主語（～が）がはっきり

としているか、人物のしたことが書けている

かを確かめあうように指示する。 

 

 

☆登場人物のしたことや出来事に気を付けて物

語の大体を読んでいる。 

 【読】（ノート、発言） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流する。 

５ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

○次時に「お手紙」の登場人物について考える

ことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

お話会に向けてお気に入りの物語はどんな場面からできているのか考えよう。 

家庭学習 

「お手紙」の登場人物はどんな

人物か考えながら全文を音読し

てくる。 
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７ 本時の学習 

第二次 ３時間目 （４／１２） 

 

（１）目標 場面の様子について登場人物の行動を中心に読むことができる。 

       

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 言語活動を確認する。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○ゴールイメージを持たせ、前時とのつながり

を意識させる。 

３ 課題を解決する。 

（１）大すきハンドブックに、登場人物の人

柄と、そう考えたわけを書く。  

  ・個人 

  

   

 

 

 

 

 

 

・ペア 

 

 

 

 

・全体で登場人物について交流する。 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

○どんな人なのか書き、そう考えたわけについ

ては、人物のしたことを中心に書くように指

示する。→理由の書き方確認（～から） 

○3人の人物について書く時間を一定時間設け 

る。 

※机間指導の際、人柄について困っている児童

には、掲示している「言葉の宝箱」から登場人

物の人柄に会う言葉を選ばせて使うように声を

かける。 

 

 

○ペアで交流の際は、２つのことについて話す

ことができるよう指示する。 

①どんな人か 

②そう考えたのはなぜか。（ここでは人物のした 

ことを中心に話ができるように） 

☆登場人物のしたことや出来事に気を付けて物

語の大体を読んでいる。 

 【読】（ハンドブック、行動観察、発言） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流する。 

５ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

○次時にお気に入りの物語の登場人物について

考えることを予告する。 

 

 

 

 

お話会で紹介するために「お手紙」に出てくる登場人物はどんな人か考えよう。 

家庭学習 

お気に入りの物語の登場人物

についてどんな人なのか考えて

ながら全文を読んでくる。 
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７ 本時の学習 

第二次 ４時間目 （５／１２） 

（１）目標 場面の様子について登場人物の行動を中心に読むことができる。 

       

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 言語活動を確認する。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○ゴールイメージを持たせ、前時とのつながり

を意識させる。 

３ 課題を解決する。 

（１）大すきハンドブックに、登場人物の人

柄と、そう考えたわけを書く。  

  ・個人 

  

   

 

 

 

 

 

 

・ペア 

 

 

 

 

 

・全体で登場人物について交流する。 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

○どんな人なのか書き、そう考えたわけについ

ては、人物のしたことを中心に書くように指

示する。→理由の書き方確認（～から） 

○出てくる人物について書く時間を一定時間設 

 ける。 

※机間指導の際、人柄について困っている児童

には、掲示している「言葉の宝箱」から登場人

物の人柄に会う言葉を選ばせて使うように声を

かける。 

○お手紙での人柄とは違うところを見つけるこ

とができるように声をかける。違う言葉で表

現できるように…。 

○ペアで交流の際は、前回同様２つのことにつ

いて話すことができるよう指示する。 

①どんな人か 

②そう考えたのはなぜか。（ここでは人物のした 

ことを中心に話ができるように） 

○「私のお気に入りの『  』と言う」物語の

～くんは、…な人です。わけは…。」と話ができ

るようにする。 

 

☆登場人物のしたことや出来事に気を付けて物

語の大体を読んでいる。 

 【読】（ハンドブック、行動観察、発言） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流する。 

５ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

○次時に自分の選んだ物語の場面についてまと

めることを予告する。 

お話会で紹介するためにお気に入りの物語に出てくる登場人物はどんな人か考えよう。 

家庭学習 

「お手紙」のすきな場面やその

場面の中のすきな登場人物を考

えながら全文を音読してくる。 

すきな場面の絵も描いてくる。 
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７ 本時の学習 

第二次 ５時間目 （６／１２） 

 

（１）目標 場面の様子について、登場人物の行動を中心に読んでいる。 

      文の中における主語と述語の関係に気をつけて読んでいる。 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 言語活動を確認した後、全文を通読す

る。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○途中でとまることがないように、中心人物の

様子が分かるように音読させる。 

３ 課題を解決する。 

（１）自分が選んでいる本の登場人物の人柄

について考える。 

   ・個人 

   ・ペア 

   ・全体 

   

 

（２）自分の本の紹介で中心人物の気持ちの

変化を説明できるように、物語の始め

と終わりの中心人物の気持ちを考え

る。 

  ・中心人物の気持ちの変化をワークシー

トに簡単にまとめる。  

   ・個人 

    

 

 

（３）自分の本の中心人物の説明をよりよく 

することに向けて、全体交流をして、 

考えを深める。 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

○書かれていることを頼りに人柄について考え

させ、ワークシートに整理させる。 

○交流の際は、どうしてそう考えたのか、根拠

が言えるようにしておく。 

 

 

 

○はじめの中心人物の様子や気持ちとおわりの

中心人物の様子や気持ちを考え、中心人物が

変化していることをおさえる。 

 

☆登場人物の人柄や気持ちの変化を確かめて読

んでいる。 

 【読】（ワークシート、発言） 

※困っている児童には、途中でペア対話をした

り、はじめとさいごの文章に立ち返って読ま

せることで、考えをまとめる手助けとする。 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流する。 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

○次時に教材文でのぶよの気持ちが変わったの

はどうしてか考えることを予告する。 

お話会でしょうかいするために、「お手紙」の中の大すきな場面をまとめよう。 

家庭学習 

のぶよの気持ちが変わったの

はなぜか考えながら教材文を音

読してくる。 
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第２次 ６時間目（７／１２） 

 

（１）目標 登場人物の行動を中心に読み、自分の好きな場面について主語と述語をはっきりさせな 

がらまとめることができる。 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を持

たせる。 

 

 

 

○前時間の活動を思い出させ、「～が…した場面」

と書くことを確認する。 

 

２ 自分の選んでいる物語の好きな場面 

と人物について、ワークシートに書  

く。 

 （１）個人でワークシートに書く。 

  

 

 

 

 

 （２）ペアで好きな場面や抜き出 

したところ、好きな人物に 

ついて交流する。 

  

 

 

 

（３）全体で交流する。 

 

 

 

 

  

 

○登場人物のしたこと（行動）について好きな場面

をまとめていく。 

※どのように書くか迷っている児童には、お気に入

りの物語の好きな場面のページを開かせ、その場面

について「～が…したところ」と話をさせてから書

くことができるよう支援する。 

 

 

○単に読みあげるのではなく、友だちと自分の違う

ところや、同じところを比べながら興味を持って

聞くことができるようにする。 

※机間指導の中で、好きな場面について話せている

ペアをほめたり、助言して励ましたりして自信を

付けるように支援する。 

 

○全体で交流する際は、①「～が…した場面」と書

けているか、②抜き出した箇所、③だれが好きなの

かに気をつけて聞くことができるように声をかけ

る。 

 

☆場面の様子について、登場人物の行動を中心に読

んでいる。 

【読】（大すきハンドブック、発言・行動観察） 

 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、自分の好きな場面についてわけをかんが

えることを「お手紙」の物語で学習することを伝

える。 

お話会で紹介するために、「     」のすきな場面のわけをまとめよう。 

家庭学習 

 「お手紙」を音読し、自分の

好きな場面についてわけを考

えてくる。 
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第２次 ７時間目（８／１２） 

 

目標 自分の好きな場面の様子や人物について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら 

読み、好きな理由を書くことができる。 

 

（３） 展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を持

たせて、前時をふりかえる。 

 

 

 

○数人に好きな場面を少しだけ紹介させ、本時への

興味を持たせる。 

 

２ 自分の選んでいる物語の好きな場面 

と人物について、理由を書く。 

 （１）個人でワークシートに書く。 

  

 

 

 

 

 （２）ペアで好きな場面と人物の 

わけについて交流する。 

 ①選んだ場面を見てどんな気持ち 

になったか。 

 ②その場面で登場人物はどんな気 

持ちでいたのか。 

 

 

 

（３）全体で交流する。 

 

 

 

 

  

 

○登場人物のしたこと（行動）について自分の思い

や考えを書くことができるようにする。 

※これまでに書いた登場人物の行動（ハンドブック 

 の上段）を思い出して、なぜその場面を選んだの 

 か声をかけることで、理由が書けるように支援す 

る。 

 

○単に読みあげるのではなく、友だちと自分の違う

ところや、同じところを比べながら興味を持って

聞くことができるようにする。 

※机間指導の中で、好きな理由について話せている

ペアをほめたり、助言して励ましたりして自信を

付けるように支援する。 

 

○全体で交流する際は、場面を読んで自分がどんな

気持ちになったか書けているか、その場面の登場人

物の気持ちが書けているかどうかに気をつけて聞

くことができるように声をかける。 

 

☆登場人物の行動を中心に想像を広げながら 

読んでいる。 

【読】（大すきハンドブック、発言・行動観察） 

 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、「お手紙」のお話会をすることを伝える。 

お話会で大すきが伝わるように、「お手紙」のすきな場面のわけをまとめよう。 

家庭学習 

 お気に入りの物語を音読し

て、好きな場面のわけを考えて

くる。 
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７ 学習の展開 

第２次 ８時間目（９／１２） 

 

（１）目標 自分の好きな場面の様子や人物について好きな理由を書くことを通して、登場人物の行 

動を中心に想像を広げながら読むことができる。 

 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を

持たせて、前時をふりかえる。 

 

 

 

○数人に好きな場面を少しだけ紹介させ、本時への

興味を持たせる。 

 

２ 自分の選んでいる物語の好きな場面 

と人物について、理由を書く。 

 （１）個人でワークシートに書く。 

  

 

 

 

 （２）ペアで好きな場面と人物の 

わけについて交流する。 

 

  

 

 

 

（３）全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

３ 学習の振り返りをする。 

  

 

○前時をもとに、登場人物の行動について自分の思

いや考えを書くことができるようにする。 

※前前時に書いた登場人物の行動（ハンドブックの 

上段）を思い出して、なぜその場面を選んだのか 

声をかけ、理由が書けるように支援する。 

 

○単に読みあげるのではなく、友だちと自分の違う

ところや、同じところを比べながら興味を持って

聞くことができるようにする。 

○机間指導の中で、好きな理由について話せている

ペアをほめたり、助言して励ましたりする。 

 

 

○全体で交流する際は、場面を読んで自分がどんな

気持ちになったか書けているか、その場面の登場

人物の気持ちが書けているかどうかに気をつけ

て聞くことができるように声をかける。 

☆登場人物の行動を中心に想像を広げながら 

読んでいる。 

【読】（大すきハンドブック、発言） 

○本時を振り返り感想を交流する。 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、「お手紙」のお話会をすることを伝える。 

お話会で大すきが伝わるように、お気に入りの物語のすきな場面のわけをまとめよう。 

家庭学習 

 お話会に向けて「お手紙」の

大すきハンドブックで大すき

な場面と人物について紹介で

きるように練習をしてくる。 
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（３）評価規準 

 

（例）「お手紙」  

選んだところ…がまくんがかえるくんからお手紙が来ることを知って喜んだ場面の場合 

 

Ｂ 概ね満足できる状況 

 ◆お話会で大すきな場面や人物を紹介するために選んだ場面について、登場人物の行動をもと 

に大すきな理由を書いている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 十分満足できる状況 

 ◆お話会で大すきな場面や人物を紹介するために選んだ場面について、登場人物の行動をもと 

に想像を広げながら、大すきな理由を書いている。 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 がまくんは、今までお手紙がこなかったけど、かえるくんがお手紙を書いてくれたと知ってよろ

こんだので、かえるくんはやさしいなあと思ったからです。 

 がまくんは今までお手紙がこなくてかなしい気もちだったけど、かえるくんがお手紙を書いてく

れたと知って、しあわせな気もちになったからかえるくんはやさしいなあと思ったからです。 
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第２次 ９時間目（１０／１２） 

（１）目標 大すきな場面や人物をはっきりさせ、意欲をもって、自分が読んだことを相手に分かる 

ように伝えようとしている。 

 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を

持たせて、前時をふりかえる。 

 

 

 

○数人に好きな場面を少しだけ紹介させ、本時への

興味を持たせる。 

 

２ 「お手紙」の好きな場面と人物につ 

いて、お話会を開く。 

 （１）個人で練習する。 

  

 

 

 

 

（２）班でお話会をする。 

  お話会の仕方を確認する。 

 ①班で一人ずつ話す。 

 ②一番心に残ったことから話型を 

参考に書く。 

 ③「友だちと交流したよ」を手が 

かりに班の友だちに返してい 

く。（ここで返し鯛登場） 

   ④「交流で～発見」を班で考える。 

   （「友だちと交流したよ」を行き来 

して話すようにする） 

 

 

   （３）全体で交流する。 

  

 

 

３ 学習の振り返りをする。 

 

○話型を示し、自信をもって紹介することができる

ようにする。 

※好きな場面と人物について話すときは特に自 

信をもって紹介することができるように、そば 

で聞き、励ましながら支援する。 

 

 

○お話会の進め方を説明する。 

・一人ずつ紹介する。 

・4人が終わったら、ワークシートの交流のところ

に感想を書く。 

 

○友だちと交流したよと交流でを行き来すること

を指示する。 

○全体で交流する際は、各グループから代表を選び

交流させる。 

☆大すきな場面や人物をはっきりさせ、自分が読 

んだことを相手に意欲的に伝えようとしている。 

【関】（大すきハンドブック、発言） 

 

 

○学習感想を書く。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、お気に入りの物語を使ってお話会をする

ことを伝える。 

大すきが伝わるように、「お手紙」の好きな登場人物についてお話会を開こう。 

家庭学習 

 お話会に向けてお気に入り

の物語の大すきハンドブック

で大すきな場面と人物につい

て紹介できるように練習をし

てくる。 
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第２次 １０時間目（１１／１２） 

（１）目標 大すきな場面や人物をはっきりさせ、意欲をもって、自分が読んだことを相手に分かる 

ように伝えようとしている。 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を

持たせる。 

 

 

 

○前時の学習感想を紹介し、本時への興味を持たせ

る。 

 

２ お気に入りの物語の好きな場面と人 

物について、お話会を開く。 

 （１）個人で練習する。 

  

 

 

 

（２）班でお話会をする。 

  お話会の仕方を確認する。 

 ①班で一人ずつ話す。 

 ②一番心に残ったことから話型を 

参考に書く。 

 ③「友だちと交流したよ」を手が 

かりに班の友だちに返してい 

く。（ここで返し鯛登場） 

   ④「交流で～発見」を班で考える。 

   （「友だちと交流したよ」を行き来 

して話すようにする） 

   （３）全体で交流する。 

 

 

 

 

 

３ 学習の振り返りをする。 

 

○話型を示し、自信をもって紹介することができる

ようにする。 

※前時同様、好きな場面と人物について話すとき 

は特に自信をもって紹介することができるよ 

うに、そばで聞き、励ましながら支援する。 

 

○お話会の進め方を確認する。 

・一人ずつ紹介する。 

・4人が終わったら、ワークシートの交流のところ

に感想を書く。 

 

 

 

 

○友だちと交流したよと交流でを行き来すること

を指示する。 

 

○全体で交流する際は、各グループから代表を選び

交流させる。紹介してくれたことに対して返して

いくことを意識させる。 

 

☆大すきな場面や人物をはっきりさせ、自分が読 

んだことを相手に意欲的に伝えようとしている。 

【関】（大すきハンドブック、発言） 

○学習感想を書く。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、「ふたりはシリーズ」の中で二人の人物

のよさについてお話会を開くことを伝える。 

大すきが伝わるように、「  」の好きな登場人物についてお話会を開こう。 

家庭学習 

 お話会③に向けて並行読書

の記録を見ながら、ワークシー

トの「こんな本も好き」の欄を

書いてくる。 
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第３次 １時間目（１２／１２） 

 

（１）目標 「ふたりはシリーズ」を関連させながら自分の読んだ大すきな場面や人物のいいところ、 

シリーズに共通することを相手に意欲的に伝えようとしている。 

 

（２）展開 

主な学習活動と内容 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 単元の言語活動を確認する。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを確かめさせ、目的意識を

持たせる。 

 

 

 

 

２ シリーズを通してがまくんとかえる 

くんのよさについて考える。 

（１）グループでお話会をする。 

・自分の大好きな人物について交 

流する。 

 ・話しあったことをまとめる。 

 

 

（２）全体でお話会をする。 

  ・お話会の仕方を確認する。 

  ・全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習の振り返りをする。 

・国語日記を書く。 

・発表する。 

 

 

○同じ人物を選んでいる児童でグループを作り、い

ろいろな物語の中でのその人物について良さを

出し合う。 

※話型を示しておくことで、自分の選んだ物語以外

にもこれまで読んできた物語の中での人物の良さ

を出し合えるように支援する。 

 

○お話会の進め方を説明する。 

・各グループから代表一人ずつ紹介する。 

・かえるくんとがまくんのよさについてシリーズを

通して話す。 

○どちらのよさも確認して認め合っていけるよう 

にする。 

○紹介してくれたことに対して返していくことを

意識させる。 

☆自分の読んだ大すきな場面や人物のいいところ、 

シリーズに共通することを相手に意欲的に伝え

ようとしている。 

【関】（国語日記、発言） 

 

○書いた学習感想を紹介する。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○シリーズ読書の楽しさを確かめあい、読書活動に

広げていくよう話す。 

がまくんとかえるくんのよさについて、交流しよう。 

家庭学習 

 お話会で話したことをお家

の人にハンドブックを見せな

がら話してくる。 
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